
は
じ
め
に

養

子

縁

組

を

め

近
世
、
と
り
わ
け
江
戸
時
代
と
通
常
言
わ
れ
る
時
代
に
お
け
る
「
朝

①
 

廷
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
か
な
り
の
研
究
蓄
積
が
な
さ
れ
て
、
そ

の
絶
対
量
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
研
究
の
方
向
性
の
面
で
も
炉
な
り
多
様

化
し
、
細
分
化
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
内
容
的
に
も
こ
れ
ま
で
は
、
天
皇

や
「
朝
廷
」
が
幕
藩
制
国
家
に
お
い
て
果
た
し
て
い
た
政
治
的
役
割
の

解
明
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
公
的
な
側
面
を
中
心
に
論
じ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
の
に
対
し
、
最
近
で
は
武
家
（
大
名
家
）
と
特
定
の
公
家
と
の
婚
姻

R
 

関
係
を
取
り
上
げ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
「
朝
廷
」
を
め
ぐ
る
世
界
の
私

的
な
部
分
に
ま
で
研
究
の
対
象
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
。
小
稲
の
立
場

も
基
本
的
に
は
「
朝
廷
」
の
私
的
側
面
の
解
明
と
い
う
路
線
に
立
っ
て

い
る
と
い
え
る
が
、
も
う
―
つ
の
根
幹
的
課
題
と
し
て
、
近
世
11
身
分

制
社
会
に
お
け
る
「
朝
廷
」
世
界
の
身
分
的
特
質
の
検
討
も
残
さ
れ
て ぐ

つ
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
点
も
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

具
体
的
に
は
、
「
朝
廷
を
構
成
し
て
い
た
公
家
衆
と
よ
ば
れ
る
身
分

集
団
の
う
ち
、
上
下
関
係
的
に
見
て
、
「
地
下
」
と
い
う
身
分
と
相
対

的
に
類
別
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
「
堂
上
」
と
よ
ば
れ
る
階
層
の
身
分
的
な

特
質
を
探
る
こ
と
を
一
応
の
目
標
と
し
、
こ
こ
で
は
特
に
「
家
格
」
制

度
上
、
最
も
上
位
に
据
え
ら
れ
る
「
摂
家
」
と
い
う
階
層
を
中
心
的
検

討
対
象
と
し
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
現
実
に
行
な
わ
れ
た
養
子
緑
組
を

取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
述
の
課
題
に
迫
り
た
い
と
考
え
て
い

る。
ま
た
、
方
法
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
論
文
や
報
告
の
冒
頭
な
ど
で
、

そ
こ
に
登
場
す
る
主
要
な
人
物
お
よ
び
団
体
の
周
辺
の
人
的
つ
な
が
り

の
視
覚
的
説
明
方
法
の
最
良
手
段
と
し
て
ぐ
ら
い
に
し
か
使
用
さ
れ
る

こ
と
の
な
か
っ
た
系
図
と
い
う
「
表
」
を
、
む
し
ろ
積
極
的
に
活
用
、

改
造
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
見
え
て
こ
な
か
っ
た
事
実
（
ら
し
き

も
の
）
が
発
見
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
発
想
が
前
提
と
な
っ
て

て

近
世
公
家
社
会
の
「
家
」
に
関
す
る
一
試
論

木

村

修
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い
る
。
『
広
辞
苑
』
で
は
、
「
先
祖
か
ら
代
々
の
系
統
を
書
き
し
る
し
た

表
。
系
譜
。
家
譜
。
」
と
系
図
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
内

の
「
家
譜
」
と
い
う
説
明
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
系
図
が
一
定
の
意

味
を
持
ち
え
た
局
面
と
い
う
の
は
、
「
家
」
の
永
続
性
と
い
う
も
の
が

か
な
り
の
部
分
、
そ
の
社
会
全
体
の
動
静
に
と
っ
て
の
根
源
的
な
役
割

を
果
た
し
て
い
た
時
期
も
し
く
は
時
代
に
お
い
て
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
を
社
会
的
に
見
れ
ば
、
上
層
に
位
置
す
る
家
系
ほ
ど
、
祖
先

か
ら
一
貫
し
て
高
級
性
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
を
視
覚
的
に
強
調
す
る

た
め
に
系
図
を
重
要
視
し
、
ま
た
身
分
移
動
に
よ
っ
て
よ
り
上
位
へ
と

成
り
上
が
っ
た
家
系
に
お
い
て
も
、
そ
の
身
分
移
動
の
正
当
性
の
根
拠

と
す
る
目
的
で
、
過
去
の
特
定
の
貴
種
か
ら
の
連
続
性
を
捏
造
す
る
た

め
に
恣
意
的
に
改
宣
す
る
な
ど
し
て
系
図
と
い
う
も
の
を
活
用
し
て
き

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ゆ
え
に
、
た
だ
で
さ
え
人
為
的
で
、
歴
史

叙
述
の
素
材
と
し
て
は
か
な
り
信
頼
性
に
問
題
が
あ
る
系
図
と
い
う
も

の
を
、
更
に
「
改
造
」
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
正
確
を
期
す
こ
と
は
も

と
よ
り
、
そ
の
使
用
に
当
た
っ
て
は
極
め
て
慎
重
な
態
度
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
意
味
か
ら
も
小
稿
は
ま
さ
に
「
試
論
」
な
の
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
扱
う
公
家
、
と
り
わ
け
「
摂
家
」
に
つ
い
て
は
、
天
皇
家
と
な
ら

ん
で
、
少
な
く
と
も
古
代
の
奈
良
時
代
ぐ
ら
い
か
ら
の
家
系
連
続
の
歴

史
的
な
信
頼
性
が
比
較
的
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
危
険
を
承
知

で
「
系
図
」
と
い
う
も
の
を
題
材
に
し
よ
う
と
考
え
た
次
第
で
あ
る
。

そ
の
点
を
ま
ず
断
っ
て
お
い
て
か
ら
本
論
に
入
っ
て
ゆ
き
た
い
。

摂
家
の
家
督
継
承
の
状
況

江
戸
時
代
に
お
け
る
摂
家
の
養
子
関
係
を
見
て
ゆ
く
に
あ
た
っ
て
、

ま
ず
五
摂
家
そ
れ
ぞ
れ
の
家
督
継
承
の
状
況
を
概
銀
し
て
お
く
。
つ
い

て
は
、
こ
こ
に
掲
げ
る
摂
家
の
家
督
者
は
一
応
の
基
準
と
し
て
、
そ
れ

ま
で
執
柄
（
特
に
関
白
職
）
の
座
が
一
時
的
に
豊
臣
氏
の
手
に
あ
っ
た
も

の
が
、
再
び
摂
家
の
手
に
戻
っ
て
き
た
一
六

0
0
砿
慶
長
五
〕
年
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
「
王
政
復
古
」
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
、
摂
政
や
関
白
と
い

う
名
称
が
、
武
家
伝
奏
や
議
奏
、
更
に
は
将
軍
聯
な
ど
と
共
に
事
実
上

廃
絶
さ
れ
る
一
八
六
七
〔
慶
応
三
〕
年
ま
で
の
間
に
生
を
う
け
て
い
た
人

を
対
象
と
し
て
い
る
。

ま
ず
最
初
に
近
衛
家
か
ら
見
て
ゆ
き
た
い
（
表
1
)
。
一
六

ooc慶
長

吾
年
段
階
に
お
け
る
近
衛
家
に
は
、
既
に
出
家
し
て
い
る
前
当
主
の

R
 

前
久
と
そ
の
子
息
で
現
当
主
の
信
弄
の
二
人
が
居
り
、
前
久
は
一
六
一

二
凪
慶
長
一
七
〕
年
ま
で
、
ま
た
信
手
は
一
六
一
四
〔
慶
長
一
九
〕
年
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
生
存
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
信
手
に
は
後
を
嗣
ぐ
べ
き
男
子

が
な
く
、
一
六
0
五
〔
慶
長
一
〇
〕
年
に
後
陽
成
天
皇
の
実
の
子
で
あ
る

信
尋
を
迎
え
て
養
子
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
比
較
的
順
調
に
家

督
の
継
承
が
な
さ
れ
た
よ
う
で
、
一
八
六
三
〔
文
久
―
―
-
〕
年
に
篤
磨
が
誕

生
す
る
ま
で
近
衛
家
で
は
、
一
貫
し
て
実
子
に
よ
る
家
督
継
承
が
な
さ

れ
て
い
る
。
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表1 近衛家家督者一覧

代家督者名

1 I近衛
2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 ， 
10 

11 

12 

13 

生 年

天文5年(1536)

永禄8年(1565)

慶長4年(1599)

元和8年(1622)

正保5年(1648)

寛文7年(1667)

貞享4年(1687)

享保13年(1728)

宝暦11年(1761)

天明3年(1583)

文化5年(1808)

天保9年(1838)

文久3年(1863)

没 年

慶長17年(1612)

慶長19年(1614)

慶安2年(1649)

承応2年(1653)

享保7年(1722)

元文元年(1736)

元文2年(1737)

天明 5年(1785)

寛政11年(1799)

文政3年(1820)

明治31年(1898)

明治6年(1873)

明治37年(1904)

没年齢 実父 前と豪の著関者係

77歳 近衛植家 実子

50歳 近衛前久 実子

51歳 後陽成天皇 養子

32歳 近衛信尋 実子

75歳 近衛尚嗣 実子

70歳 近衛基煕 実子

51歳 近衛家熙 実子

58歳 近衛家久 実子

39歳 近衛内前 実子

38歳 近衛経熙 実子

91歳近衛基前 実子

36歳近衛忠熙 実子

42歳近衛忠房 実子

（『諸家知譜拙記』，「公家系図」（『日本史総覧』所収〕より作成，以下同じ）

表2 九条家家督者一覧

代 1家督者名 生 年 I 没 年 ！没年齢l実父 前と家の関督者係
1 九条兼孝 天文22年(1553) 寛永13年(1636) 84歳 二条晴良 養子

2 幸家 天正14年(1586) 寛文5年(1665) 80歳 九条兼孝 実子

3 道房 慶長14年(1609) 正保4年(1647) 39歳 九条幸家 実子

4 兼晴 寛永18年(1641) 延宝5年(1677) 37歳 鷹司教平 養子

5 輔実 寛文9年(1669) 享保14年(1729) 61歳 九条兼晴 実子

6 師孝 元禄元年(1688) 正徳2年(1713) 26歳 九条輔実 実子

7 幸教 元禄13年(1700) 享保13年(1728) 29歳 九条輔実 養子（弟）

8 稽基 享保10年(1725) 寛保3年(1743) 19歳 九条幸教 実子， 尚実 享保2年(1717) 天明7年(1787) 71歳 九条輔実 養子
10 道前 延享3年(1746) 明和7年(1770) 25歳 九条尚実 実子

11 輔家 明和6年(1769) 天明5年(1785) 17歳 九条道前 実子

12 輔嗣 天明4年(1784) 文化4年(1807) 24歳 二条治孝 養子

13 尚忠 寛政10年(1798) 明治4年(1871) 74歳 二条治孝 養子（弟）

14 幸経 文政6年(1823) 安政6年(1859) 37歳 鷹司政通 養子

15 道孝 天保11年(1840) 明治39年(1906) 66歳 九条尚忠 養子
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続
い
て
九
条
家
の
場
合
で
あ
る
が
（
表
2
)
、
一
六

0
0年
当
時
、
九

条
家
に
は
当
主
兼
孝
と
そ
の
子
幸
家
が
居
た
。
兼
孝
は
一
六
三
六
〔
寛

永
一
三
〕
年
に
八
四
歳
で
、
ま
た
幸
家
も
一
六
六
五
〔
寛
文
五
〕
年
に
八
〇

歳
で
そ
れ
ぞ
れ
長
命
を
得
て
死
去
す
る
が
、
幸
家
の
後
を
嗣
い
だ
道
房

は
一
六
四
七
〔
正
保
四
〕
年
に
父
に
先
立
っ
て
三
九
歳
の
若
さ
で
病
死
し

て
し
ま
っ
た
。
道
房
に
は
男
子
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
幸
家
は

鷹
司
家
よ
り
兼
晴
を
迎
え
て
道
房
の
養
子
分
と
し
九
条
家
を
嗣
が
せ
た
。

そ
れ
か
ら
九
条
家
は
輔
実
・
師
孝
と
実
子
相
承
が
続
く
が
、
こ
こ
で
再

び
嗣
子
を
見
ず
、
師
孝
の
弟
の
幸
教
が
後
を
嗣
い
だ
。
幸
教
の
後
は
息

植
基
が
嗣
ぐ
が
、
そ
の
植
基
は
嗣
子
が
な
い
ま
ま
若
く
し
て
亡
く
な
り
、

こ
こ
で
師
孝
・
幸
教
の
弟
に
あ
た
る
尚
実
が
後
を
嗣
い
で
い
る
。
そ
の

後
、
道
前
・
輔
家
と
続
く
が
、
輔
家
に
至
っ
て
ま
た
も
や
嗣
子
が
な
く

な
り
、
二
条
治
孝
の
息
の
輔
嗣
が
養
子
と
な
っ
た
も
の
の
、
こ
の
輔
嗣

に
も
ま
た
男
子
が
な
く
、
同
じ
く
二
条
治
孝
の
息
の
尚
忠
を
迎
え
て
養

子
と
し
た
。
尚
忠
は
一
時
、
鷹
司
政
通
の
息
の
幸
経
を
養
子
と
す
る
が
、

幸
経
の
後
は
尚
忠
の
実
子
で
あ
る
道
孝
が
後
を
嗣
い
で
、
よ
う
や
く
維

新
変
革
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
極
め
て
偶
然
的
で
は
あ
る

が
、
九
条
家
で
は
家
督
者
の
早
世
が
相
次
い
だ
た
め
無
嗣
子
に
よ
る
養

子
緑
組
が
多
く
繰
り
返
さ
れ
た
。

次
に
二
条
家
を
見
て
み
よ
う
（
表
3
)
。
一
六

0
0年
の
段
階
で
は
、

二
条
家
は
昭
実
一
人
だ
け
で
あ
っ
た
。
昭
実
は
、
一
六
一
九
〔
元
和
五
〕

年
に
、
当
時
と
し
て
は
比
較
的
長
寿
と
い
え
る
六
四
歳
で
死
去
し
た
が
、

表3 二条家家督者一覧

代家督者名

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 ， 
10 

11 

12 

13 

生 年 没

二条昭実 弘治2年(1556) 元和 5 年 (1€

康道 慶長12年(1607) 寛文6年(lE

光平 寛永元年(1624) 天和2年(16

綱平 寛文12年(1672) 享保17年(17

吉忠 元禄2年(1689) 元文2年(1737)

宗熙 享保3年(1718) 元文3年(1738)

宗基 享保12年(1727) 宝暦4年(1754)

重良 宝暦元年(1751) 明和5年(1768)

治孝 宝暦4年(1754) 文政9年(1826)

斉通 天明元年(1781) 寛政10年(1798)

斉信 天明8年(1788) 弘化4年(1847)

斉 文化13年(1816) 明治11年(1878)

基弘 安政6年(1859) 昭和3年(1928)

年 没年齢実 父
前―督奢

--—-, Iと竺関孫
64椒 i二条晴良 実子
60歳九条幸家 養子

59歎二条康道 1実子

61椒 1九条兼晴 養子

49歳二条網平 1実子

21歳二条吉忠 実子

28歳九条幸教 養子

18歳二条宗基 実子

73歳二条宗基 養子（弟）

17歳二条治孝 実子

60歳二条治孝 養子（弟）

63歳二条斉信 実子

70歳九条尚忠 養子
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後
を
嗣
ぐ
ぺ
き
男
子
が
お
ら
ず
、
九
条
幸
家
の
子
息
の
康
道
を
養
子
に

迎
え
て
い
る
。
ま
た
、
康
道
の
息
光
平
も
五
九
歳
と
比
較
的
高
齢
で
死

去
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
も
男
子
が
な
く
、
九
条
家
よ
り
綱
平
を
迎
え

て
養
子
と
し
た
。
そ
の
後
、
吉
忠
・
宗
煕
と
実
子
相
承
が
続
く
が
、
宗

煕
早
世
の
後
ま
た
嗣
子
が
な
く
な
り
、
九
条
幸
教
の
子
息
で
あ
る
宗
基

が
養
子
と
し
て
二
条
家
に
入
っ
た
。
宗
基
も
二
八
歳
の
若
さ
で
死
去
し

た
が
幸
い
宗
基
に
は
重
良
・
治
孝
の
二
子
が
居
り
、
重
良
は
一
八
歳
で

早
世
す
る
が
、
そ
の
後
を
嗣
い
だ
弟
の
治
孝
は
長
寿
を
得
て
七
三
歳
ま

で
生
き
た
。
そ
の
後
、
家
督
を
嗣
い
だ
斉
通
は
一
七
歳
で
死
去
し
た
が
、

弟
の
斉
信
が
兄
の
後
を
嗣
ぎ
、
そ
の
子
斉
敬
に
至
っ
て
明
治
維
新
と
な

る
。
但
し
、
斉
敬
は
嗣
子
に
恵
ま
れ
ず
、
九
条
尚
忠
の
子
息
で
斉
敬
に

は
従
兄
弟
に
あ
た
る
基
弘
を
も
っ
て
養
子
と
し
て
い
る
。
二
条
家
の
場

合
も
家
督
者
の
早
世
が
多
く
、
九
条
家
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
養
子
縁
組

が
比
較
的
多
く
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
条
家
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
（
表
4
)
。
摂
家
摂
関
が
復
活
し
た
一
六

0
0年
当
時
、
一
条
を
名
の
る
人
物
は
五
三
歳
で
前
関
白
の
内
基
の
み

で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
近
衛
家
や
二
条
家
と
同
様
に
、
一
条
家
に
お
い

て
も
無
嗣
子
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
内
基
は
一

六
―
-
〔
慶
長
一
六
〕
年
に
六
四
歳
で
死
去
す
る
が
、
つ
い
に
実
子
の
家

督
継
承
者
を
得
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
死
の
直
前
と
い
え
る
一
六

0
九
〔
慶
長
一
四
〕
年
に
、
近
衛
家
の
場
合
と
同
じ
く
後
陽
成
天
皇
の
実

子
で
あ
る
昭
良
を
養
子
と
し
て
迎
え
て
い
る
。
そ
の
後
は
、
教
輔
・
兼

表4 一条家家督者一覧

代 1家督者名 I 生 年 | 没 年 1没年齢1 実 父 1前と家の督関者係

1 一条内基 天文17年(1548) 慶長16年(1611) 64歳 一条房通 養子（弟）

2 昭良 慶長10年(1605) 寛文12年(1672) 68歳 後陽成天皇 養子

3 教輔 寛永10年(1633) 宝永4年(1707) 75歳 一条昭良 実子

4 兼輝 慶安5年(1652) 宝永2年(1705) 54歳 一条教輔 実子

5 兼香 元禄5年(1692) 寛延4年(1751) 60歳 鷹司房輔 養子

6 道香 享保7年(1722) 明和6年(1769) 48歳 一条兼香 実子

7 輝良 宝暦6年(1756) 寛政7年(1795) 40歳 一条道香 実子

8 忠良 安永3年(1774) 天保8年(1837) 64歳 一条輝良 実子， 実通 天明8年(1788) 文化2年(1805) 18歳 一条忠良 実子
10 忠香 文化9年(1812) 文久3年(1863) 52歳 一条忠良 養子00)
11 実良 天保6年(1835) 慶応4年(1868) 34歳 一条忠香 実子

12 忠貞 文久2年(1862) ？ ？歳 醍醐忠順 養子

13 実輝 慶応2年(1866) 大正13年(1924) 59歳 四条隆闘 養子
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輝
と
実
子
が
家
督
を
継
承
す
る
が
、
兼
輝
に
は
男
子
が
な
か
っ
た
た
め
、

鷹
司
房
輔
の
子
息
で
あ
る
兼
香
を
養
子
に
迎
え
た
。
そ
れ
か
ら
の
数
代

は
比
較
的
順
調
に
実
子
相
承
が
な
さ
れ
代
を
重
ね
て
い
っ
た
。
途
中
、

実
通
が
嗣
子
が
な
い
ま
ま
早
世
し
た
が
、
こ
の
時
は
弟
の
忠
香
が
後
を

嗣
い
で
い
る
。
そ
し
て
、
忠
香
の
子
実
良
に
至
っ
て
明
治
維
新
と
な
る
。

但
し
、
実
良
は
「
王
政
復
古
」
ク
ー
デ
タ
ー
直
後
の
一
八
六
八
〔
慶
応
四

＂
死
去
の
後
に
明
治
と
改
元
〕
年
四
月
に
死
去
し
た
た
め
、
一
八
六
二
〔
文

久
二
〕
年
生
ま
れ
の
忠
貞
が
養
子
と
し
て
一
条
家
を
嗣
い
で
い
る
。

最
後
に
鷹
司
家
の
場
合
で
あ
る
が
（
表
5
)
、
一
六

0
0年
の
摂
家
摂

関
復
活
時
、
鷹
司
家
に
は
当
主
の
信
房
と
そ
の
子
信
尚
が
居
た
。
そ
の

後
兼
熙
ま
で
の
数
代
は
比
較
的
順
調
に
実
子
相
承
が
続
く
。
し
か
し
、

兼
熙
は
年
齢
に
つ
い
て
は
六
七
歳
と
い
う
か
な
り
の
長
命
を
得
た
が
、

嗣
子
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
知
ら
れ
る
か
ぎ
り
で
、
兼
熙
は
三
人
の

実
子
男
子
を
得
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
「
早
世
」
で
亡
く
し
て
い
る
。

そ
こ
で
兼
熙
と
し
て
は
、
家
の
存
続
の
た
め
に
当
然
の
ご
と
く
養
子
を

迎
え
る
方
向
へ
と
進
む
こ
と
に
な
る
が
、
養
子
に
も
恵
ま
れ
ず
、
ま
ず

近
衛
家
か
ら
近
衛
家
熙
の
子
息
房
煕
を
迎
え
た
が
、
房
熙
は
ニ
―
歳
の

若
さ
で
死
去
し
、
ま
た
男
子
も
い
な
か
っ
た
。
こ
の
間
兼
煕
も
死
去
し

て
お
り
、
鷹
司
家
に
は
同
じ
く
近
衛
家
熙
の
子
息
で
房
煕
の
弟
に
あ
た

る
尚
輔
が
入
っ
た
が
、
こ
れ
も
わ
ず
か
八
歳
で
亡
く
な
り
、
今
度
は
一

条
家
か
ら
一
条
兼
香
の
息
の
基
輝
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
鷹

司
家
の
不
幸
は
さ
ら
に
打
ち
続
き
、
基
輝
も
一
七
歳
で
死
去
し
て
し
ま

表5 鷹司家家督者一覧

代 1家督者名 I 生 年 ！ 
没 年 1没年齢！ 実 父 1との関係

1 鷹司信房 永禄8年(1565) 明暦3年(1657) 93歳 二条晴良 再興

2 信尚 天正18年(1590) 元和7年(1621) 32歳 鷹司信房 実子

3 教平 慶長14年(1609) 寛文8年(1668) 60歳 鷹司信尚 実子

4 房輔 寛永14年(1637) 元禄13年(1700) 64歳 鷹司教平 実子

5 兼熙 万治2年(1659) 享保10年(1725) 67歳 鷹司房輔 実子

6 房煕 宝永7年(1710) 享保15年(1730) 21歳 近衛家熙 養子

7 尚輔 享保11年(1726) 享保18年(1733) 8歳 近衛家熙 養子（弟）

8 基輝 享保12年(1727) 寛保3年(1743) 17歳

閑鷹一直院条司仁宮兼輔親香平王

養子， 輔平 元文4年(1739) 文化10年(1813) 75歳 養子

10 政煕 宝暦11年(1761) 天保12年(1841) 81歳 実子

11 政通 寛政元年(1789) 明治元年(1868) 80歳 鷹司政熙 実子

12 輔熙 文化4年(1807) 明治11年(1878) 72歳 鷹司政通 実子

13 輔政 嘉永2年(1849) 慶応3年(1867) 19歳 鷹司輔煕 実子

14 熙通 安政2年(1855) 大正7年(1918) 64歳 九条尚忠 養子

前家督者
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う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
皇
族
で
あ
る
閑
院
宮
直
仁
親
王
の

④
 

息
男
の
輔
平
を
迎
え
る
に
至
る
。
こ
の
よ
う
に
鷹
司
家
も
家
督
者
の
早

世
に
よ
り
相
次
い
で
養
子
緑
組
を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
輔
平
か
ら
は

よ
う
や
く
落
ち
着
き
を
見
せ
て
、
そ
の
後
政
熙
・
政
通
・
輔
煕
と
実
子

相
承
が
続
き
維
新
変
革
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
い
わ
ゆ
る
江
戸
時
代
に
お
け
る
五
摂
家
そ
れ
ぞ
れ
の
家
督
継

承
の
状
況
を
見
て
き
た
が
、
近
衛
家
が
、
と
く
早
い
段
階
を
除
い
て
、

信
尋
以
来
文
久
生
ま
れ
の
篤
麿
に
至
る
ま
で
代
々
実
子
に
よ
る
家
督
の

継
承
が
行
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
他
の
四
家
で
は
、
多
く
の
養
子
に

よ
る
継
承
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
と
思
う
。

当
時
は
摂
家
に
限
ら
ず
他
の
堂
上
公
家
衆
に
つ
い
て
見
て
も
、
お
そ

ら
く
は
医
療
の
未
発
達
が
第
一
の
要
因
と
思
わ
れ
る
が
、
「
早
世
」
す

る
人
が
非
常
に
多
く
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
実
子
に
よ
る
家
督
継
承
が

不
可
能
と
な
っ
た
例
も
ま
た
多
く
見
ら
れ
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に

養
子
縁
組
を
行
な
う
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
無

論
、
そ
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
、
公
家
衆
と
い
う
そ
れ
自
体
に
伝
統

的
な
意
義
が
根
深
く
備
わ
っ
て
い
た
存
在
の
、
家
系
も
し
く
は
家
名
の

存
続
に
対
す
る
深
淵
な
る
執
念
で
あ
っ
た
こ
と
は
見
逃
し
て
は
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。

む
し
ろ
近
世
の
公
家
に
特
徴
的
な
の
は
、
武
家
に
お
い
て
多
く
見
ら

れ
た
無
嗣
子
に
よ
る
家
の
断
絶
が
ほ
と
ん
ど
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
定
の
家
名
を
持
つ
公
家
が
断
絶
す
る
と

⑥
 

い
う
事
態
は
、
中
世
に
お
い
て
は
か
な
り
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
鎌
倉
期
以
降
、
代
々
の
当
主
が
大
臣
を
つ
と
め
、
ま
た
個
人

と
し
て
も
著
名
な
人
物
を
多
く
輩
出
し
た
洞
院
家
ほ
ど
の
名
家
が
、
文

明
年
間
に
当
主
で
あ
っ
た
公
数
の
出
家
に
よ
り
い
っ
た
ん
断
絶
し
、
そ

の
後
時
を
経
て
洞
院
家
を
嗣
い
だ
公
連
も
一
五

0
1
C

文
亀
元
〕
年
に
出

家
す
る
に
至
っ
て
家
系
は
絶
え
、
そ
の
後
つ
い
に
洞
院
家
は
再
興
さ
れ

る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
摂
家
の
鷹
司
家
も
、
戦
国
期

の
一
五
四
六
〔
天
文
一
五
〕
年
に
当
主
の
前
関
白
左
大
臣
忠
冬
が
三
八
歳

で
死
去
し
、
そ
の
父
で
既
に
出
家
の
身
に
あ
っ
た
前
関
白
左
大
臣
兼
輔

も
一
五
五
二
〔
天
文
ニ
―
〕
年
に
死
去
す
る
に
お
よ
び
家
督
継
承
者
が
い

な
く
な
り
家
名
が
絶
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
一
五
七
九
〔
天

正
七
〕
年
に
な
っ
て
二
条
晴
良
の
子
息
信
房
に
よ
っ
て
魔
司
家
の
再
興

が
な
る
が
、
中
世
に
お
い
て
は
摂
家
と
い
え
ど
も
嗣
子
が
な
け
れ
ば
家

系
は
断
絶
し
た
の
で
あ
る
。

近
世
に
お
い
て
は
、
「
新
家
」
と
呼
ば
れ
る
新
た
な
家
の
創
立
が
多

く
見
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
江
戸
時
代
の
公
家
衆
の
数
は
、
前
代
と
比
較

⑥
 

し
て
倍
加
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
家
の
断
絶
と
い
う
こ
と
で
厳
密
に

言
え
ば
、
こ
の
新
家
の
中
に
断
絶
す
る
家
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
し
か

し
そ
れ
に
し
て
も
そ
の
多
く
は
始
め
の
一
、
二
代
で
の
断
絶
で
あ
っ
た

こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
家
督
継
承
の
積
み
重
ね
に
基
づ
く
伝
統
性

と
い
う
も
の
が
ま
だ
そ
の
家
も
し
く
は
「
家
名
」
に
付
与
し
な
い
段
階

で
の
断
絶
で
あ
っ
た
と
い
え
、
ま
た
歴
史
的
な
重
要
性
と
い
う
意
味
で
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も
ほ
と
ん
ど
無
視
し
て
も
良
い
よ
う
な
家
が
多
か
っ
た
。

公
家
が
他
家
よ
り
の
養
子
を
迎
え
る
に
際
し
て
は
、
武
家
伝
奏
を
経

⑧
 

て
幕
府
側
の
承
認
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
幕
末
頃
に
な
る
と
、
こ

の
面
倒
と
も
い
え
る
手
続
き
を
避
け
る
た
め
か
、
養
子
を
「
実
子
」
と

し
て
、
本
来
の
養
子
貰
い
受
け
先
の
家
に
「
預
け
て
い
た
実
子
」
を

「
逐
し
て
も
ら
う
」
と
い
う
、
ご
ま
か
し
と
も
い
え
る
よ
う
な
方
式
が

⑨
 

あ
る
程
度
慣
例
的
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
に
は
幕
末
頃
に

公
家
の
間
で
広
ま
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
反
幕
府
的
な
感
情
が
大
き
く

影
響
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
一
方
で
は
、
相
次
ぐ
養
子
縁
組
の
反

動
と
い
う
意
味
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
公
家
衆
の
間
で

も
「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ
ま
」
と
い
う
よ
う
な
暗
黙
の
了
解
が
成

立
し
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

先
に
見
て
き
た
摂
家
に
お
い
て
も
同
様
な
傾
向
が
あ
っ
た
も
の
と
見

ぇ
、
当
主
の
早
世
が
相
次
い
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
江
戸
時
代
を
通
じ

て
家
が
絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
も
、
江
戸
時
代
の
公
家
社
会
に
広

ま
っ
て
い
た
断
絶
回
避
意
識
が
働
い
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
摂
家
血
脈
図
」
を
め
ぐ
っ
て

前
節
で
は
、
江
戸
時
代
の
五
摂
家
に
お
け
る
家
督
継
承
状
況
の
検
証

を
通
し
て
、
摂
家
を
含
め
た
公
家
社
会
に
お
い
て
は
、
家
系
も
し
く
は

家
名
の
存
続
を
は
炉
る
動
き
の
中
で
、
無
嗣
子
状
態
に
対
応
す
る
た
め

養
子
緑
組
が
多
く
実
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
が
、
続
い
て

そ
の
様
子
に
つ
い
て
、
別
の
視
点
か
ら
見
て
ゆ
き
た
い
。
こ
こ
で
の
方

法
と
し
て
は
、
前
節
で
見
て
き
た
よ
う
な
養
子
縁
組
が
必
要
と
な
っ
た

家
と
養
子
の
貰
い
受
け
先
（
出
身
し
た
家
）
と
の
関
係
を
視
覚
的
に
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
、
や
は
り
摂
家
を
題
材
と
し
て
、
あ
え
て
養
子
関
係

を
一
切
除
い
た
系
図
を
作
成
し
、
そ
れ
を
通
し
て
江
戸
時
代
の
公
家
社

会
の
特
質
と
り
わ
け
題
材
と
し
た
摂
家
の
そ
れ
に
つ
い
て
検
討
し
て
ゆ

吾
た
い
。

系
図
は
大
き
く
二
系
統
あ
る
。
図
1
は
名
称
を
付
す
と
す
れ
ば
「
皇

親
系
摂
家
血
脈
図
」
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
江
戸
時
代
初
期
に
近

衛
家
お
よ
び
一
条
家
へ
後
陽
成
天
皇
の
実
子
が
養
子
に
入
り
家
督
を
継

承
し
た
こ
と
か
ら
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
「
皇
親
系
摂
家

血
脈
図
」
に
は
代
々
の
天
皇
の
系
図
も
付
載
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
江

戸
中
期
頃
に
な
る
と
天
皇
家
か
ら
別
れ
た
閑
院
宮
家
よ
り
鷹
司
家
へ
養

子
が
入
っ
た
こ
と
を
示
す
こ
と
が
主
な
目
的
で
あ
る
が
、
時
代
的
な
目

安
と
し
て
の
便
宜
上
明
治
天
皇
ま
で
載
せ
て
い
る
。
一
方
、
図
2
の
方

は
、
い
わ
ゆ
る
「
摂
家
」
の
本
来
の
氏
姓
で
あ
る
藤
原
氏
の
純
粋
な
血

統
で
あ
る
と
こ
ろ
の
摂
家
の
系
図
で
、
名
付
け
て
「
藤
原
氏
系
摂
家
血

脈
図
」
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
両
系
図
で
は
兄

弟
間
の
長
幼
順
を
、
向
か
っ
て
右
側
か
ら
左
側
へ
、
年
長
↓
若
年
と
な

る
よ
う
に
で
き
る
か
ぎ
り
忠
実
に
配
列
し
て
あ
る
。

さ
て
ま
ず
図
1
か
ら
検
討
し
て
ゆ
く
。
ま
ず
近
衛
家
は
、
前
久
・
信
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争
（
図
2
)
の
後
後
陽
成
天
皇
の
実
子
で
あ
る
信
尋
が
養
子
と
な
っ
て
以

来
、
こ
の
信
尋
の
系
統
が
全
く
絶
え
る
こ
と
な
く
代
を
重
ね
て
い
る
こ

と
が
、
こ
こ
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
苔
よ
う
。
ち
な
み
に
近
衛
家
の

よ
う
に
江
戸
時
代
初
期
段
階
か
ら
一
貫
し
て
実
子
が
家
督
を
継
承
し
て

い
る
家
の
例
は
、
江
戸
時
代
に
お
よ
そ
百
三
十
家
ほ
ど
あ
っ
た
堂
上
公

家
全
体
を
見
渡
し
て
も
わ
ず
か
数
例
し
か
な
く
、
極
め
て
稀
有
な
例
と

い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か
も
近
衛
家
は
、
古
来
よ
り
摂
家
の
中
で
も
嫡

流
の
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
た
家
系
で
あ
る
か
ら
、
家
督
継
承
に
お
け
る

こ
の
家
の
一
貫
性
が
朝
廷
の
内
外
や
後
世
に
及
ほ
し
た
影
響
に
多
大
な

⑩
 

も
の
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

次
に
一
条
家
の
場
合
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
藤
原
氏
系
の
内
基
の
後
、

後
陽
成
天
皇
の
皇
子
の
昭
良
が
養
子
と
な
っ
て
家
督
を
嗣
ぎ
皇
親
系
摂

家
の
一
流
を
な
す
こ
と
に
な
る
が
、
一
条
家
は
近
衛
家
の
場
合
と
異
な

り
順
調
に
継
承
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
昭
良
の
孫
の
兼
輝
の
代
で

早
く
も
無
嗣
子
と
な
り
、
皇
親
系
と
し
て
の
一
条
家
は
わ
ず
か
三
代
で

絶
え
る
の
で
あ
る
。

降
っ
て
江
戸
中
期
頃
に
な
る
と
、
東
山
天
皇
々
子
で
閑
院
宮
家
の
創

立
者
と
な
っ
た
直
仁
親
王
の
子
息
で
あ
る
輔
平
が
、
養
子
と
し
て
鷹
司

家
を
嗣
ぎ
皇
親
系
摂
家
の
一
流
を
な
す
こ
と
に
な
る
。
こ
ち
ら
は
輔
平

以
下
輔
政
に
至
る
ま
で
順
調
に
代
を
重
ね
て
明
治
維
新
を
迎
え
て
い
る

こ
と
は
、
先
に
も
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

続
い
て
図

2
の
検
討
に
移
る
。
藤
原
氏
系
摂
家
は
江
戸
時
代
初
期
ま

で
は
、
「
系
」
を
付
け
る
ま
で
も
な
く
、
藤
原
氏
血
脈
の
五
摂
家
に
よ

っ
て
成
っ
て
い
た
が
、
繰
り
返
し
言
う
よ
う
に
近
衛
家
と
一
条
家
が
皇

親
系
へ
と
移
り
、
藤
原
氏
血
脈
の
摂
家
は
九
条
家
・
ニ
条
家
・
鷹
司
家

の
三
家
と
な
っ
た
。
更
に
い
う
と
、
一
応
家
名
と
し
て
は
三
家
が
揃
っ

て
い
る
形
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
各
家
の
先
祖
を

辿
れ
ば
、
三
家
共
に
戦
国
末
期
の
二
条
晴
良
に
行
き
着
く
。
二
条
家
は

と
も
か
く
、
九
条
家
と
鷹
司
家
は
二
条
家
か
ら
の
養
子
が
後
を
嗣
い
だ

も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
江
戸
時
代
初
期
の
一
時
期
を
除
く
大

部
分
の
時
期
に
お
け
る
藤
原
氏
系
摂
家
と
い
う
の
は
、
二
条
晴
良
の
系

統
か
ら
出
た
「
二
条
家
系
摂
家
」
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
複
数
の
摂

家
が
一
人
の
先
祖
に
辿
り
着
く
こ
と
自
体
は
、
特
別
重
要
な
こ
と
で
は

な
い
が
、
江
戸
時
代
か
ら
見
て
極
め
て
近
い
段
階
で
五
摂
家
の
内
の
三

家
の
先
祖
が
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
他
の
二
家
が
ほ
ぼ
同
時
期

に
皇
親
系
へ
と
移
っ
た
こ
と
と
相
侯
っ
て
、
当
該
期
の
摂
家
が
血
統
的

に
二
系
統
を
成
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
の
他
に
、
江
戸
時
代
の
各
家
を

性
格
付
け
る
上
で
の
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
図

2
血
脈
図
を
概
観
す
る
と
、
当
初
三
家
あ
っ
た
う
ち
の
二
条

昭
実
の
系
統
は
昭
実
一
代
で
途
絶
え
て
し
ま
う
が
、
し
ば
ら
く
は
九
条

兼
孝
の
系
統
と
鷹
司
信
房
の
系
統
の
二
流
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
二
条
家
を
も
包
摂
し
た
兼
孝
の
系
統
は
比
較
的
早
く
三
代
か
四

代
で
絶
え
て
し
ま
い
、
九
条
家
・
ニ
条
家
と
も
に
そ
の
後
は
鷹
司
信
房
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系
へ
移
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
か
ら
は
、
ほ
ぽ
そ
の
系
統
だ
け
で
明

治
維
新
へ
と
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
九
条
家
流
だ

け
で
な
く
後
に
皇
親
系
よ
り
“
復
滞
ヽ
し
て
苔
た
一
条
家
の
系
統
ま
で

分
岐
さ
せ
て
い
な
が
ら
、
本
家
本
流
的
立
場
に
あ
っ
た
鷹
司
家
は
意
外

に
早
く
途
絶
え
て
皇
親
系
へ
と
移
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
系
図
を
見
て
い
て
気
付
く
の
は
、
九
条
家
と
二
条
家
の
緊

密
と
も
い
え
る
よ
う
な
結
び
つ
告
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
二
条
家
は
、
鎌

倉
期
に
九
条
追
家
の
子
息
で
あ
る
良
実
が
分
家
し
て
興
っ
た
家
で
は
あ

る
が
、
当
該
期
に
お
い
て
は
既
に
五
摂
家
中
の
一
流
と
し
て
の
地
位
も

確
定
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
の
結
び
つ
き
な
の
で
あ
る
。

前
節
で
述
べ
た
こ
と
の
繰
り
返
し
の
よ
う
に
な
る
が
、
少
し
そ
の
様
子

を
見
て
ゆ
き
た
い
。
こ
の
結
び
つ
き
は
ま
ず
九
条
兼
孝
が
、
二
条
晴
良

の
長
男
で
あ
り
な
が
ら
九
条
家
の
養
子
と
な
り
家
督
を
嗣
い
だ
こ
と
か

ら
始
ま
る
。
二
条
家
は
次
弟
の
昭
実
が
嗣
い
だ
が
、
昭
実
に
男
子
な
く
、

九
条
兼
孝
の
息
幸
家
の
長
男
康
道
を
も
っ
て
養
子
と
し
、
九
条
家
は
幸

家
の
次
男
道
房
が
嗣
ぐ
。
し
か
し
九
条
道
房
に
も
嗣
子
が
な
く
、
こ
の

時
だ
け
鷹
司
家
よ
り
養
子
兼
晴
を
迎
え
た
が
、
そ
の
後
二
条
家
も
康
道

の
子
光
平
で
一
旦
途
絶
え
、
ま
た
こ
こ
で
も
養
子
綱
平
を
九
条
家
に
求

め
て
い
る
。
更
に
二
条
綱
平
の
孫
の
宗
熙
で
二
条
家
の
家
系
が
途
絶
え

か
け
る
と
、
今
度
も
九
条
家
よ
り
宗
基
を
迎
え
た
か
と
思
え
ば
、
九
条

家
の
方
も
輔
家
で
絶
え
る
に
及
び
二
条
治
孝
の
息
輔
嗣
、
更
に
尚
忠
を

迎
え
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
最
後
に
は
駄
目
を
押
す
よ
う
に
、
基

弘
が
九
条
家
よ
り
二
条
家
へ
養
子
と
し
て
入
っ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
く

れ
ば
、
こ
の
両
家
は
ほ
と
ん
ど
同
族
化
し
て
い
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
の
点
、
鷹
司
家
が
兼
煕
で
一
旦
系
統
が
途
絶
え
た
と
告
に
、
「
皇
親

系
」
と
な
っ
て
い
た
近
衛
家
よ
り
房
熙
・
尚
輔
の
二
子
を
迎
え
た
か
と

思
う
と
、
基
輝
は
「
藤
原
氏
系
」
に
戻
っ
て
い
た
一
条
家
よ
り
求
め
、

そ
う
か
と
思
え
ば
、
次
に
ま
さ
し
く
皇
親
の
閑
院
宮
家
よ
り
輔
平
を
迎

え
る
な
ど
の
一
貫
性
の
無
さ
を
呈
し
て
い
る
こ
と
に
比
べ
て
、
九
条
家

と
二
条
家
の
結
び
つ
き
は
実
に
明
快
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
二
つ
の
系
図
（
血
脈
図
）
を
個
々
に
見
て
ゆ
く
だ
け
で
も

い
く
つ
か
の
指
摘
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
両
系
図
全
体
を
俯

諏
し
て
み
る
と
、
更
に
興
味
深
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。

そ
れ
は
、
摂
家
と
い
う
の
は
、
嗣
子
が
な
く
な
っ
て
養
子
縁
組
が
必

要
と
な
っ
た
時
に
、
そ
の
養
子
選
出
の
条
件
と
し
て
身
分
的
に
あ
く
ま

で
摂
家
以
上
の
出
身
男
子
で
あ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
ら
し
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
図

2
に
お
い
て
、
鷹
司
信
房
か
ら
数
え
て
＿
―
-
代
後
の
房
輔
に

⑪
 

は
、
男
子
が
七
人
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
こ
の
内
の
三
人
が

世
俗
的
な
立
場
で
本
家
を
嗣
ぐ
か
、
あ
る
い
は
養
子
と
し
て
他
家
を
相

続
す
る
か
し
て
い
る
。
本
家
を
嗣
い
だ
の
は
長
子
兼
煕
だ
が
、
他
家
へ

入
っ
た
二
人
の
う
ち
、
兼
香
の
縁
組
先
は
摂
家
で
あ
る
一
条
家
で
あ
る

か
ら
特
に
問
題
は
な
い
が
、
次
男
に
あ
た
る
実
輔
は
「
家
格
」
上
、
摂

家
よ
り
一
段
低
い
清
華
家
に
属
す
る
西
園
寺
家
へ
養
子
に
入
っ
て
い
る
。
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ま
ず
そ
の
事
自
体
は
両
系
図
を
探
る
と
幾
例
か
見
ら
れ
る
こ
と
な
の
で

特
別
珍
し
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
事
は
、

西
園
寺
実
輔
の
子
息
致
季
は
か
な
り
多
く
の
男
子
を
得
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
世
俗
的
立
場
で
い
ず
こ
か
の
家
を
嗣
い
で
お
り
、
そ
の
後
も
子
孫
が

比
較
的
繁
多
と
な
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
子
孫
の
な
か
に
は
、
摂
家
へ
養

子
に
入
っ
た
者
が
一
人
と
し
て
居
な
い
の
で
あ
る
。
単
に
機
会
が
な
か

っ
た
と
い
う
話
な
ら
ば
何
の
不
思
議
も
な
い
が
、
そ
の
間
い
わ
ば
本
家

筋
と
も
い
う
べ
き
鷹
司
家
は
兼
熙
の
代
で
嗣
子
が
な
く
な
り
、
先
述
し

た
よ
う
に
、
方
々
の
摂
家
よ
り
養
子
を
貰
い
受
け
た
挙
げ
句
に
結
局
皇

親
の
閑
院
宮
家
よ
り
養
子
を
迎
え
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
本
来
西
園

寺
実
輔
の
系
統
は
魔
司
家
と
は
、
血
脈
的
に
見
て
同
系
か
ら
出
た
の
で

あ
る
か
ら
、
鷹
司
家
は
こ
の
実
輔
の
系
統
か
ら
養
子
を
求
め
て
も
良
さ

そ
う
で
あ
る
が
、
ど
う
や
ら
そ
の
よ
う
な
様
子
は
見
ら
れ
な
い
。

更
に
別
の
例
で
は
、
図

1
を
見
る
と
、
「
皇
親
系
摂
家
」
の
一
条
家

に
お
い
て
昭
良
の
孫
に
当
た
る
兼
輝
に
至
る
と
、
実
子
男
子
が
な
く
な

り
、
こ
れ
も
結
局
は
「
藤
原
氏
系
」
の
鷹
司
家
よ
り
兼
香
を
迎
え
る
の

で
あ
る
が
、
一
条
家
に
は
血
脈
的
な
同
系
と
し
て
昭
良
の
息
冬
基
よ
り

興
っ
た
醍
醐
家
が
あ
り
、
こ
ち
ら
の
方
は
、
本
家
筋
の
一
条
家
が
「
皇

親
系
摂
家
」
と
し
て
は
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
後
も
比
較
的
順
調
に
継
続

し
明
治
維
新
に
至
っ
て
い
る
。
実
は
醍
醐
家
も
清
華
家
に
属
し
、
西
園

寺
家
の
場
合
と
同
様
の
事
が
こ
こ
で
も
起
こ
り
、
一
条
家
は
同
系
で
あ

る
醍
醐
家
か
ら
は
養
子
を
求
め
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
特

に
こ
の
場
合
は
、
男
系
に
天
皇
の
血
を
引
い
て
い
る
系
統
で
あ
る
か
ら
、

仮
に
そ
れ
を
尊
ぶ
な
ら
ば
、
同
系
の
醍
醐
家
よ
り
一
定
の
こ
だ
わ
り
を

も
っ
て
人
物
を
選
ぶ
こ
と
が
あ
り
そ
う
だ
が
、
言
っ
て
み
れ
ば
そ
れ
を

断
っ
て
ま
で
し
て
「
藤
原
氏
系
」
よ
り
養
子
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

醍
醐
家
に
関
し
て
は
、
後
に
一
条
家
へ
養
子
と
し
て
忠
貞
が
入
り
、

更
に
醍
醐
家
よ
り
血
脈
的
に
分
岐
し
た
「
名
家
」
の
四
条
家
よ
り
も
実

輝
が
入
り
一
条
家
を
嗣
い
で
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
例
は
共
に
明
治
維
新

後
に
成
立
し
た
養
子
縁
組
で
、
形
式
的
に
も
「
王
政
復
古
」
ク
ー
デ
タ

ー
に
よ
っ
て
摂
家
が
「
摂
政
•
関
白
家
」
で
な
く
な
り
、
ま
た
実
質
的

に
も
「
旧
公
家
」
と
「
旧
武
家
（
大
名
家
）
」
と
の
間
の
絶
対
的
な
種
姓

的
差
異
が
「
華
族
」
概
念
の
登
場
に
よ
り
消
失
し
て
い
く
と
い
っ
た
貴

種
意
識
の
近
代
的
変
容
に
巻
き
込
ま
れ
る
形
で
、
摂
家
と
堂
上
家
と
の

間
が
階
層
的
に
均
質
化
し
つ
つ
あ
っ
た
局
面
で
の
事
象
で
あ
っ
た
か
ら
、

必
ず
し
も
江
戸
時
代
（
近
世
）
段
階
の
場
合
と
同
質
に
捉
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
こ
の
時
は
既
に
「
藤
原
氏
系
摂
家
」

に
復
帰
し
て
久
し
い
一
条
家
の
実
良
に
嗣
子
が
な
く
て
忠
貞
が
迎
え
ら

れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
子
細
に
見
れ
ば
実
良
の
父
の
忠
香
に
は
弟
に
清

華
家
の
久
我
家
へ
養
子
に
入
っ
た
建
通
が
お
り
、
そ
の
建
通
が
ま
た
多

く
の
男
子
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
一
条
家
と
し
て
は
血
緑
的
に
板

め
て
近
い
久
我
建
通
の
子
孫
へ
養
子
を
求
め
て
い
な
い
と
い
う
よ
う
に
、

先
の
西
園
寺
家
の
事
例
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
要
素
が
あ
っ
た
と
い
え
な
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清
華
家
・
大
臣
家
の
「
血
脈
図
」
を
め
ぐ
っ
て

以
上
の
よ
う
に
、
摂
家
が
養
子
緑
組
を
行
な
う
に
際
し
て
は
、
五
摂

家
出
身
男
子
を
偏
重
し
て
選
出
し
、
ま
た
五
摂
家
出
身
男
子
に
適
当
な

人
物
が
い
な
い
場
合
は
「
最
後
の
手
段
」
と
し
て
皇
親
か
ら
養
子
を
選

出
す
る
（
「
家
格
」
上
摂
家
よ
り
下
位
の
清
華
家
以
下
に
は
た
と
え
父
系
血
脈
が

つ
な
が
っ
て
い
て
も
養
子
を
決
し
て
求
め
な
い
）
と
い
う
事
態
が
存
在
し
た

こ
と
を
指
摘
で
き
た
と
思
う
が
、
そ
こ
で
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
そ

れ
ら
が
果
た
し
て
摂
家
独
自
の
現
象
な
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る。
そ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
単
純
に
は
摂
家
よ
り
も
下
位
の
清

華
家
や
大
臣
家
と
い
う
よ
う
な
階
層
に
つ
い
て
も
摂
家
に
お
い
て
行
っ

た
の
と
同
様
に
、
「
血
脈
図
」
を
作
成
、
検
討
す
る
方
法
を
取
れ
ば
良

い
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
実
際
に
は
摂
家
ほ
ど
う
ま
く
行
か
な
い
と
い

う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

江
戸
時
代
に
は
新
家
も
含
め
て
、
清
華
家
は
久
我
家
・
三
条
家
・
西

園
寺
家
・
徳
大
寺
家
・
菊
亭
（
今
出
川
）
家
・
花
山
院
家
・
大
炊
御
門
家

・
醍
醐
家
（
新
家
）
・
広
幡
家
函
笛
今
）
の
九
軒
が
あ
り
、
大
臣
家
は
中
院

家
・
正
親
町
三
条
家
・
三
条
西
家
の
三
軒
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
数
量
的

に
も
摂
家
（
五
軒
）
と
比
較
し
て
多
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
清
華
家

く
も
な
い
の
で
あ
る
。

・
大
臣
家
に
つ
い
て
の
「
血
脈
図
」
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
と
、
摂
家

に
お
け
る
よ
う
な
二
系
統
の
「
血
脈
図
」
作
成
で
は
済
ま
な
い
の
で
あ

る。
江
戸
時
代
に
お
け
る
清
華
家
・
大
臣
家
の
全
家
督
者
を
網
羅
す
る

「
血
脈
図
」
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
、
管
見
の
限
り
、
前
節
で
作
成
し
た

二
系
統
の
「
摂
家
血
脈
図
」
中
の
清
華
家
・
大
臣
家
血
脈
も
含
め
て
、

十
四
系
統
の
「
血
脈
図
」
が
成
立
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
は
な
は
だ

し
く
煩
雑
に
な
る
の
で
こ
こ
で
は
清
華
家
・
大
臣
家
が
直
接
関
わ
る
範

囲
内
で
の
「
血
脈
図
」
を
掲
げ
て
お
く
（
図
3
)
が
、
結
局
は
清
華
家
・

大
臣
家
の
家
数
を
合
わ
せ
た
十
二
家
よ
り
も
「
血
脈
図
」
の
系
統
数
の

方
が
多
く
な
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
る
の
か
に
つ

い
て
は
、
い
く
つ
か
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
第
一
に
は
、
階
層
に
属
す
る
各
家
が
同
族
的
結
合
体
と
し
て
は

必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
か
ら
と
い
え
る
。
同
族
的
結
合
体
と
い
う

の
は
、
公
家
を
類
別
す
る
身
分
的
概
念
の
一
っ
だ
が
、
端
的
に
言
え
ば
、⑫
 

同
一
祖
先
を
淵
源
に
も
つ
家
々
の
血
縁
的
集
合
体
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
摂
家
と
い
う
家
格
的
階
層
集
団
が
そ
れ
自
体
同
一
の
同
族
的

結
合
体
を
成
し
て
い
た
の
に
対
し
、
清
華
家
・
大
臣
家
は
、
複
数
の
同

族
的
結
合
体
の
集
合
に
よ
っ
て
そ
の
内
部
が
構
成
さ
れ
て
い
た
た
め
、

摂
家
の
よ
う
に
二
系
統
程
度
の
「
血
脈
図
」
で
は
す
ま
な
く
な
っ
た
の

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
消
華
家
の
久
我
家
、
お
よ
び
大
臣
家
の
中
院

家
は
と
も
に
、
「
村
上
源
氏
（
も
し
く
は
村
上
源
家
）
」
に
属
し
、
ま
た
清
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華
家
の
三
条
家
・
西
園
寺
家
・
徳
大
寺
家
・
菊
亭
（
今
出
川
）
家
・
大
臣

家
の
正
親
町
三
条
家
・
三
条
西
家
は
「
堂
上
」
世
界
の
最
大
規
模
を
誇

る
「
閑
院
家
」
に
属
す
る
。
更
に
花
山
院
家
と
大
炊
御
門
家
は
「
花
山

院
家
」
に
属
す
る
家
で
あ
る
。
新
家
の
清
華
家
で
あ
る
醍
醐
家
は
摂
家

の
傍
流
（
前
述
）
、
広
幡
家
は
正
親
町
天
皇
に
源
を
発
す
る
「
正
親
町
源

氏
」
に
属
す
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
ま
ず
こ
の
点
が
摂
家
と
清
華

家
以
下
の
階
層
と
の
大
き
な
相
違
点
と
い
え
よ
う
。

第
二
に
は
、
江
戸
時
代
の
実
情
と
し
て
前
述
の
同
族
的
結
合
体
が
更

に
細
分
化
し
、
特
定
の
家
が
新
た
な
「
同
族
的
結
合
体
」
を
形
成
す
る

動
き
（
例
え
ば
図
2
に
お
け
る
九
条
家
と
二
条
家
の
例
）
が
あ
っ
た
一
方
で
、

特
定
の
家
間
に
お
い
て
同
族
的
結
合
体
の
枠
組
み
を
超
え
る
形
で
養
子

⑱
 

縁
組
が
行
わ
れ
て
お
り
、
同
族
的
結
合
体
が
崩
壊
の
方
向
へ
向
か
う
い

わ
ば
逆
の
展
開
も
あ
っ
た
、
と
い
う
よ
う
な
複
合
的
な
事
情
に
よ
り
結

果
的
に
階
層
内
部
が
極
め
て
複
雑
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

清
華
家
・
大
臣
家
の
「
血
脈
図
」
が
数
多
く
な
る
第
三
の
理
由
は
、

こ
れ
こ
そ
が
摂
家
と
清
華
家
以
下
の
階
層
と
の
性
格
上
の
決
定
的
な
違

い
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
の
摂
家
に
お
い
て
遂
に
な
さ
れ
る
こ
と
の
な

か
っ
た
下
位
階
層
出
身
者
に
よ
る
養
子
緑
組
が
、
清
華
家
・
大
臣
家
に

⑭
 

お
い
て
は
僅
か
で
は
あ
る
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に

は
清
華
家
・
大
臣
家
の
官
位
昇
進
を
め
ぐ
る
江
戸
時
代
に
お
け
る
実
態

が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
高
埜
利
彦
氏
が
明
ら
か

に
し
た
こ
と
だ
が
、
江
戸
時
代
に
は
規
定
上
大
臣
就
任
が
可
能
で
あ
る

こ
れ
ら
清
華
家
・
大
臣
家
か
ら
、
実
際
に
大
臣
に
就
任
し
た
人
物
が
前

⑮
 

代
ま
で
と
比
べ
て
著
し
く
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
中
に
は
正
親
町
三
条

家
の
よ
う
に
江
戸
時
代
を
通
じ
て
遂
に
大
臣
就
任
者
を
輩
出
し
な
か
っ

た
家
も
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
に
は
建
て
前
と
実
際
が
相
違

し
た
た
め
の
格
式
の
相
対
的
低
下
と
い
う
事
態
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ

る。
も
は
や
、
小
稿
で
の
結
論
の
一
端
を
述
べ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
図
ら
ず
も
「
血
脈
図
」
の
量
的
な
差
異
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、

摂
家
と
清
華
家
・
大
臣
家
（
更
に
は
そ
れ
以
下
の
階
層
）
と
で
は
、
家
系
継

続
の
あ
り
方
に
銅
念
的
な
レ
ベ
ル
で
の
相
違
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
清

華
家
や
大
臣
家
は
、
自
階
層
の
格
式
の
相
対
的
低
下
と
い
う
現
実
に
即

し
た
形
で
、
家
格
的
に
下
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
階
層
の
家
か
ら
の
養

子
縁
組
を
受
け
入
れ
る
こ
と
の
可
能
性
を
認
め
、
ま
た
そ
れ
を
実
現
も

し
た
が
、
摂
家
は
あ
く
ま
で
も
「
摂
家
」
観
念
に
こ
だ
わ
っ
て
か
、
血

脈
的
近
親
性
が
事
実
で
あ
っ
て
も
、
摂
家
以
下
の
階
層
か
ら
は
断
じ
て

養
子
縁
組
に
よ
る
家
督
の
継
承
を
認
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

血
脈
的
な
連
続
性
で
さ
え
も
否
定
し
て
し
ま
う
よ
う
な
「
摂
家
」
の

意
識
観
念
が
成
立
し
て
く
る
の
は
、
や
は
り
「
摂
家
」
の
歴
史
的
な
展

開
に
大
き
な
要
因
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

摂
家
と
い
う
の
は
、
古
代
の
中
臣
鎌
足
を
直
接
的
な
祖
先
と
す
る

「
藤
原
」
氏
姓
を
名
の
る
家
系
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
北
家
と
呼
ば
れ
る
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系
統
の
中
で
、
平
安
期
に
何
代
に
も
わ
た
り
天
皇
と
外
戚
関
係
を
結
ぶ

こ
と
に
よ
っ
て
主
流
派
と
な
っ
て
い
っ
た
家
筋
に
、
（
人
臣
）
摂
政
や
関

白
と
い
う
最
高
官
職
的
格
式
が
備
わ
り
、
そ
れ
が
特
定
の
家
に
天
皇
と

の
姻
戚
性
と
は
無
関
係
な
形
で
固
定
的
に
世
襲
さ
れ
て
い
く
と
い
う
中

世
的
な
過
程
の
中
で
、
私
的
に
も
「
藤
原
氏
長
者
」
と
い
う
名
分
が
固

定
化
し
て
、
藤
原
氏
を
称
す
る
家
々
の
中
の
嫡
流
的
な
存
在
と
な
っ
て

い
た
家
が
、
鎌
倉
期
以
降
、
同
条
件
的
に
五
家
に
分
立
し
た
た
め
に
生

じ
た
（
朝
廷
内
で
の
）
社
会
的
最
上
層
集
団
と
し
て
の
家
格
を
表
す
身
分

呼
称
も
し
く
は
そ
の
成
員
と
い
う
よ
う
に
定
義
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な

⑯
 

い
か
と
考
え
る
が
、
中
世
以
降
に
は
摂
家
の
周
辺
に
「
家
礼
」
と
呼
ば

れ
る
公
家
衆
が
附
く
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
は
特
定
の
摂
家
へ
固
定
化

の
方
向
へ
向
か
い
出
す
。
そ
し
て
当
該
期
に
お
い
て
も
な
お
存
在
し
て

い
た
概
念
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
幕
末
の
地
下
官
人
で
あ
っ
た
下
橋
敬
長

⑰
 

氏
の
回
想
録
な
ど
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
家
礼
」
は

事
実
上
、
有
職
故
実
を
家
職
と
し
て
、
五
摂
家
が
そ
の
家
元
と
な
り
堂

上
公
家
を
支
配
す
る
と
い
う
一
種
の
身
分
制
的
形
態
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
家
元
で
あ
る
摂
家
と
「
弟
子
」
の
公

家
衆
と
は
厳
格
な
区
別
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

ま
た
政
治
的
に
も
幕
府
か
ら
朝
廷
統
制
の
要
と
し
て
の
役
割
が
与
え

⑱
 

ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
い
わ
ば
、

江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
摂
家
に
よ
る
朝
廷
の
支
配
が
保
証
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

お
わ
り
に

こ
う
し
た
事
情
か
ら
、
摂
家
の
権
威
性
は
江
戸
時
代
に
入
っ
て
飛
躍

的
に
上
昇
し
、
意
識
の
面
で
も
摂
家
の
側
に
他
の
堂
上
公
家
と
は
異
な

る
絶
対
的
「
貴
種
」
意
識
が
根
付
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

小
稿
で
は
、
特
に
養
子
縁
組
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
江
戸
時
代
の
公

家
社
会
の
私
的
な
部
分
に
つ
い
て
、
公
家
社
会
の
中
で
も
最
も
上
層
に

位
置
し
て
い
た
摂
家
を
主
な
題
材
と
し
て
検
討
し
て
き
た
。
稿
を
括
る

に
あ
た
っ
て
、
「
家
」
の
継
続
と
い
う
局
面
に
お
け
る
養
子
関
係
に
つ

⑲
 

い
て
付
言
し
て
お
く
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
中
田
薫
氏
な

渭`ど
の
主
に
法
制
史
の
分
野
で
こ
の
養
子
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の

形
態
や
法
制
上
の
特
質
な
ど
基
本
的
な
事
象
が
ま
ず
解
明
さ
れ
る
。
そ

⑳
 

の
後
、
社
会
人
類
学
の
立
場
か
ら
中
根
千
枝
氏
が
イ
ン
ド
や
ヨ
ー
ロ
ッ

。
ハ
と
の
比
較
の
中
で
、
養
子
関
係
と
い
う
も
の
炉
日
本
社
会
独
自
の
も

の
で
、
経
営
体
と
し
て
の
「
家
」
が
継
続
し
て
ゆ
く
に
は
、
同
じ
血
縁

で
あ
っ
て
も
他
家
へ
入
っ
た
兄
弟
姉
妹
よ
り
も
む
し
ろ
非
血
縁
の

「
嫁
」
や
「
（
婿
）
養
子
」
の
ほ
う
が
重
要
な
存
在
だ
っ
た
と
述
べ
る
。

こ
の
よ
う
に
養
子
関
係
を
め
ぐ
っ
て
は
諸
分
野
に
お
い
て
か
な
り
の
研

究
の
進
展
度
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
れ
に
対
し
歴
史
学
か
ら
の
視
点
は
か

な
り
の
遅
れ
を
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
近
年
よ
う
や
く
に
し
て
、
こ
れ

⑪
 

も
法
制
史
学
の
系
統
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
水
林
彪
氏
や
歴
史
学
か
ら
藪
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⑫
 

田
貫
氏
な
ど
が
積
極
的
に
養
子
問
題
を
歴
史
学
の
対
象
と
し
て
取
り
上

げ
は
じ
め
た
。
そ
こ
で
は
ま
ず
、
団
体
と
し
て
の
「
家
」
が
国
家
へ
の

奉
仕
機
関
で
あ
っ
た
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
設
け
、
近
世
の
養
子
制
度
は
そ

の
奉
仕
を
安
定
的
な
も
の
と
し
て
い
く
上
で
不
可
欠
な
制
度
だ
っ
た
と

し
、
養
子
問
題
は
国
家
史
な
い
し
は
国
制
史
の
問
題
と
な
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
水
林
氏
の
「
問
題
提
起
」
と
そ
れ
に
対
す
る
藪
田
氏
の

「
批
判
」
は
共
に
、
武
家
や
民
衆
を
主
な
対
象
と
し
た
論
争
で
あ
り
、

そ
れ
以
外
の
階
層
へ
の
視
点
は
や
や
抑
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
特
に
両
氏
は
、
中
世
と
結
び
付
け
ら
れ
る
武
家
の
意
義
を
近
世
に

お
い
て
も
認
め
て
い
る
が
、
同
じ
よ
う
に
古
代
と
直
結
さ
せ
、
武
家
と

共
に
国
家
的
支
配
身
分
と
し
て
並
列
的
に
扱
わ
れ
得
る
公
家
階
層
も
近

世
に
存
在
し
て
い
た
の
は
事
実
な
の
で
あ
り
、
そ
の
点
か
ら
し
て
も
少

く
と
も
公
家
社
会
へ
の
視
野
も
持
つ
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
事
情
の
も
と
に
小
稿
も
論
文
と
し
て
の
存
在
意
義
を
見
い

出
し
う
る
が
、
小
稲
程
度
の
考
察
で
そ
れ
ら
の
課
題
を
果
た
す
に
は
や

や
難
が
あ
る
こ
と
を
告
白
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
小
稲
の
根
幹
に

関
わ
る
問
題
と
も
言
え
る
の
で
最
後
に
、
検
討
す
る
際
の
方
法
と
し
て

主
に
使
用
し
て
き
た
「
血
脈
図
」
の
意
義
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た

、。し
筆
者
は
江
戸
時
代
の
摂
家
を
血
脈
的
に
俯
諏
す
る
と
い
う
目
的
で
、

「
皇
親
系
摂
家
血
脈
図
」
と
「
藤
原
氏
系
（
二
条
家
系
）
摂
家
血
脈
図
」

な
る
も
の
を
作
成
し
た
と
本
論
中
で
も
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
強
調
し
て

ぉ
苔
た
い
こ
と
は
、
江
戸
時
代
の
摂
家
を
父
系
血
脈
的
に
分
類
し
た
場

合
、
お
よ
そ
二
つ
の
系
統
に
収
紋
で
き
る
と
い
う
点
で
あ
っ
て
、
摂
家

が
、
皇
親
ヽ
血
脈
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
そ
う
で
な
く
て
孟
藤
原
氏
‘

血
脈
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な

、。し
少
な
く
と
も
後
水
尾
天
皇
（
上
皇
）
が
在
世
し
て
い
た
段
階
に
、
摂
家

に
は
「
内
々
の
摂
家
」
と
「
外
様
の
摂
家
」
と
い
う
区
別
ら
し
き
も
の

翁）

が
あ
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
う
ち
前
者
が
ヽ
霊
親
系
摂
家
ヽ
の
近
衛
信
尋

と
一
条
昭
良
を
指
し
、
後
者
が
そ
れ
以
外
の
土
藤
原
氏
系
摂
家
ヽ
を
ど

⑭
 

う
や
ら
指
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
筆
者
は
こ
の
こ
と
を
も
っ

て
、
摂
家
が
、
皇
親
‘
で
あ
っ
た
こ
と
に
一
定
の
意
義
が
あ
っ
た
と
い

う
よ
う
に
は
考
え
な
い
。
こ
の
場
合
は
近
衛
信
尋
と
一
条
昭
良
が
天
皇

後
水
尾
の
実
弟
で
あ
っ
た
こ
と
に
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の

ュ
区
別
11

が
そ
の
後
の
時
代
を
通
じ
て
存
在
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
わ
ば
一
代
限
り
の
優
遇
措
置
と
い
う
意
味
程

度
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
摂
家
と
い
う
の
は
、
た
と
え
:
皇
親

系
‘
で
あ
ろ
う
が
あ
く
ま
で
藤
原
氏
と
い
う
ど
こ
ま
で
も
天
皇
の
臣
下

⑮
 

で
あ
る
家
柄
だ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
各
家
の
領
地
石
高
に
差
異
こ
そ

あ
れ
、
摂
家
と
い
う
家
格
に
属
し
た
五
軒
の
家
を
そ
の
内
部
で
、
、
芋

親
系
ヽ
と
い
う
一
種
の
上
下
関
係
的
身
分
の
発
生
す
る
要
因
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
よ
う
な
概
念
に
基
づ
く
形
で
序
列
化
す
る
慣
例
は
な
か
っ
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た
と
考
え
る
ほ
う
が
今
の
と
こ
ろ
無
難
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

む
し
ろ
筆
者
が
強
調
し
た
か
っ
た
の
は
、
摂
家
の
視
点
に
立
っ
て
見

た
と
き
に
、
「
皇
親
系
」
と
「
藤
原
氏
系
」
と
い
う
二
つ
の
系
統
以
外

か
ら
家
督
者
が
輩
出
さ
れ
る
こ
と
が
江
戸
時
代
を
通
じ
て
つ
い
に
な
か

っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
つ
ま
り
、
摂
家
の
家
督
を
継

承
で
苔
る
の
は
実
際
に
摂
家
家
督
を
経
験
し
た
人
物
の
実
子
で
あ
る
か
、

或
い
は
天
皇
経
験
者
の
実
子
も
し
く
は
「
親
王
」
を
名
の
る
人
物
の
実

子
と
い
う
い
ず
れ
も
天
皇
家
の
血
脈
と
い
う
事
が
前
提
で
あ
っ
た
家
系

の
出
身
者
で
あ
る
か
の
二
通
り
の
条
件
し
か
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
を
表
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
で
は
―
つ
の
例
外
も
見
ら
れ
な
い
の
で

あ
る
が
、
こ
う
述
べ
る
と
や
は
り
天
皇
家
血
脈
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

摂
家
血
脈
と
少
な
く
と
も
同
レ
ベ
ル
以
上
の
一
定
の
意
味
が
あ
っ
た
よ

う
に
聞
こ
え
、
そ
の
前
に
強
調
し
て
き
た
点
と
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
よ
う
。
こ
こ
で
言
い
た
か
っ
た
こ
と
を
思
い
切
っ
て
極
言
す
れ

ば
、
江
戸
時
代
の
摂
家
と
い
う
の
は
、
二
系
統
あ
っ
た
内
の
一
系
統
が

た
ま
た
ま
:
皇
親
系
、
と
も
い
う
べ
苔
も
の
だ
っ
た
が
、
、
季
親
系
‘

で
あ
る
と
い
う
要
素
は
、
養
子
と
し
て
の
家
督
継
承
候
補
者
を
選
出
す

る
際
の
選
択
肢
の
一
っ
程
度
の
意
義
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の

で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
矛
盾
点
の
よ
う
に
も
見
え
る
問
題
が
延
々
と
立
ち
現
わ
れ

て
く
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
ゆ
く
と
、
当
時
の
公
家
社
会
が

「
家
格
」
と
「
血
縁
」
の
い
ず
れ
を
重
要
視
し
て
い
た
の
か
と
い
う
問

題
が
未
解
決
で
あ
る
か
ら
と
い
う
帰
結
点
に
行
き
着
く
も
の
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
れ
は
「
血
脈
図
」
の
検
討
の
み
で
は
は
っ
き
り
と
は
見
え
て

こ
な
い
点
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
血
脈
図
」
を
め
ぐ
っ
て
の
考
察
に
は
、
結
論
付
け
の

面
で
限
界
が
あ
り
、
そ
こ
で
出
て
き
た
論
点
は
い
ず
れ
も
表
面
的
な
事

の
み
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
は
こ
こ
に
現
わ
れ
た
事
実
を
、

ど
れ
だ
け
一
次
史
料
に
基
づ
い
た
実
証
的
な
一
定
の
歴
史
的
評
価
へ
と

導
い
て
行
く
か
に
懸
か
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
克
服
し
て
初
め

て
先
に
述
べ
た
よ
う
な
課
題
に
立
ち
向
か
え
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
ま

さ
に
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

註
①
藤
田
覚
「
近
世
朝
幕
関
係
の
転
換
ー
大
政
委
任
論
・
王
臣
論
の
成
立
ー
」

（
『
歴
史
評
論
』
五
0
0
、
一
九
九
一
年
―
二
月
、
五
七
頁
）
に
お
い
て
同
氏

は
、
「
朝
廷
」
と
い
う
語
が
江
戸
時
代
を
通
じ
て
使
用
さ
れ
た
例
が
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
意
外
な
こ
と
で
、
筆
者
は
驚
い
た
記

憶
が
あ
る
。
小
稿
で
も
不
用
意
に
朝
廷
と
い
う
語
を
使
用
す
る
の
で
は
な
く
、

多
少
の
区
別
を
表
す
意
味
で
括
弧
を
付
し
て
使
用
し
て
い
る
。

R
例
え
ば
、
久
保
貴
子
「
「
基
煕
公
記
」
に
み
え
る
公
家
と
大
名
ー
公
武
関

係
研
究
の
基
礎
作
業
ー
」
（
瀧
海
武
雄
編
『
論
集
中
近
世
の
史
料
と
方
法
』

東
京
堂
出
版
、
一
九
九
一
年
）
、
同
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
公
武
婚
姻
ー
池

田
輝
子
を
事
例
と
し
て
ー
」
（
『
岡
山
地
方
史
研
究
』
六
八
、
一
九
九
二
年
）

な
ど
。
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R
近
衛
前
久
は
も
と
晴
嗣
・
前
嗣
・
同
信
手
は
信
基
・
信
輔
と
名
の
っ
て
い

た
。
つ
い
で
な
が
ら
こ
の
後
本
文
中
に
登
場
す
る
人
物
に
つ
い
て
も
挙
げ
て

お
く
と
、
九
条
幸
家
は
も
と
忠
栄
、
同
道
房
は
忠
象
と
名
の
り
、
一
条
昭
良

は
も
と
兼
返
、
同
教
輔
は
伊
実
・
教
良
、
同
兼
輝
は
内
房
・
冬
経
と
名
の
つ

て
い
た
。
こ
こ
で
は
便
宜
上
最
終
的
に
使
用
し
た
名
前
に
統
一
し
て
お
く
。

①
鷹
司
輔
平
は
、
ま
ず
一
条
兼
香
の
養
子
と
な
っ
た
上
で
、
一
条
家
か
ら
の

養
子
と
し
て
鷹
司
家
へ
入
っ
て
い
る
。
こ
の
一
連
の
過
程
に
は
ま
こ
と
に
興

味
深
い
も
の
が
あ
る
。

⑤
平
山
敏
治
郎
『
日
本
中
世
家
族
の
研
究
』
（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八

0
年
）
第
四
章
「
家
名
復
興
」
第
一
節
「
旧
家
再
興
」
参
照
。

⑥
高
埜
利
彦
「
江
戸
幕
府
の
朝
廷
支
配
」
（
『
日
本
史
研
究
』
三
一
九
、
一
九

八
九
年
三
月
、
六
八
頁
）
。

⑦
平
山
氏
前
掲
注
⑤
著
書
第
四
章
第
二
節
「
新
家
取
立
」
参
照
。

⑧
今
江
広
道
「
江
戸
時
代
の
武
家
伝
奏
ー
『
久
我
信
通
公
武
御
用
雑
記
』
を

中
心
に
ー
」
（
高
橋
隆
三
先
生
喜
寿
記
念
論
集
『
古
記
録
の
研
究
』
吉
川
弘

文
館
、
一
九
七

0
年
、
六
0
七
し
八
頁
）
。

⑨
大
久
保
利
謙
『
岩
倉
具
視
』
（
中
公
新
書
、
一
九
七
三
年
、
九
頁
）
。

⑩
近
衛
家
代
々
の
当
主
は
、
自
家
に
伝
わ
る
記
録
・
文
書
の
保
存
に
心
血
を

注
ぎ
、
ま
た
自
ら
日
記
を
記
し
た
の
で
、
現
在
近
衛
家
（
財
団
法
人
陽
明
文

庫
）
に
伝
わ
る
記
録
文
書
類
は
膨
大
な
数
に
の
ぼ
り
、
且
つ
歴
史
上
重
要
な

も
の
が
多
い
。
こ
れ
も
ま
た
当
家
の
血
統
の
一
貫
性
が
な
し
え
た
業
績
と
い

え
る
。
な
お
陽
明
文
庫
に
つ
い
て
は
、
名
和
修
「
陽
明
文
庫
の
由
来
」
（
『
地

域
研
究
い
た
み
』
第
6
号
、
一
九
七
六
年
―
一
月
）
参
照
。

⑪
『
鷹
司
家
譜
』
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
）
。

平
山
氏
前
掲
注
⑤
著
書
第
五
章
「
同
族
的
結
合
」
。

図

3
の
①
・
③
が
、
そ
の
様
子
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

図
3
中
、
①
に
お
け
る
中
院
通
維
か
ら
久
我
通
明
へ
の
例
、
②
の
三
条
西

公
国
か
ら
三
条
公
広
へ
の
例
、
④
の
中
山
孝
親
か
ら
大
炊
御
門
経
頼
へ
の
例
、

⑤
の
中
山
栄
親
か
ら
花
山
院
愛
親
へ
の
例
、
⑩
の
滋
野
井
公
澄
か
ら
正
親
町

三
条
実
彦
へ
の
例
、
⑪
の
久
世
栄
通
か
ら
中
院
通
古
へ
の
例
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。

⑮
高
倅
利
彦
「
「
禁
中
並
公
家
晶
法
度
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
ー
公
家
の
家

格
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
学
習
院
大
学
『
史
料
館
紀
要
』
五
、
一
九
八
九
年
四

月
、
一
七
ー
ニ
三
頁
）
。

⑯
平
山
氏
前
掲
注
⑤
著
書
第
六
章
「
家
礼
・
門
流
」
。

⑰
下
橋
敬
長
『
維
新
前
の
宮
廷
生
活
』
（
原
書
は
一
九
二
四
年
六
月
発
刊
、

後
に
羽
倉
敬
尚
注
解
に
よ
る
『
幕
末
の
宮
廷
』
（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九

七
九
年
）
に
復
刻
付
載
さ
れ
る
）
、
四
コ
忍
家
と
門
流
」
（
東
洋
文
庫
版
『
幕

末
の
宮
廷
』
で
二
六
五
し
九
頁
に
該
当
）
。

⑱
高
埜
氏
前
掲
注
⑥
論
文
。

⑲
中
田
薫
「
徳
川
時
代
の
養
子
法
」
（
同
『
法
制
史
論
集
』
第
一
巻
、
一
九

二
五
年
初
版
）
な
ど
。

⑳
中
根
千
枝
『
タ
テ
社
会
の
人
間
関
係
』
（
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
六
七

年
、
三
二
し
四
頁
）
。

⑪
水
林
彪
『
封
建
制
の
再
編
と
日
本
的
社
会
の
確
立
』
（
山
川
出
版
社
『
日

本
通
史
II』
、
一
九
八
七
年
）
。

⑫
藪
田
貫
「
近
世
社
会
の
日
本
的
性
格
と
「
家
」
」
（
『
新
し
い
歴
史
学
の
た

め
に
』
二

0
三
、
一
九
九
一
年
五
月
）
。

⑭ ⑱ ⑬ 
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上
』
（
改
訂
史
籍
集
覧
二
七
）
、
二

o
o
l

⑬
『
後
水
尾
院
当
時
年
中
行
事

四
頁
。

⑳
『
本
源
自
性
院
記
』
寛
永
七
年
正
月
九
日
条
．

⑮
時
期
的
な
変
遷
が
あ
る
が
、
幕
末
の
段
階
で
い
う
と
、
近
衛
家
が
二
八
六

0
石
、
九
条
家
が
一
―

1
0
0
0石
、
二
条
家
が
一
七

0
八
石
、
一
条
家
が
二

0

四
四
石
、
鷹
司
家
が
一
五

0
0石
と
な
っ
て
い
る
（
『
諸
家
知
譜
拙
記
』
）
．

d
晋
〕
松
原
道
昭
は
、
一
代
限
り
で
摂
家
と
し
て
の
松
殿
家
の
再
興
を
幕
府

に
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
『
道
房
公
記
』
寛
永
一
八
年
五
月
一
日
条
）
。
後
年
、

九
条
尚
実
の
子
の
忠
孝
が
松
殿
家
の
再
々
興
を
ゆ
る
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
は
清

華
家
と
し
て
の
再
興
で
あ
っ
た
（
『
公
卿
補
任
』
明
和
四
年
条
）
。

＾
付
記
＞

本
稿
は
、
一
九
九
二
年
一
月
に
関
西
大
学
文
学
部
史
学
・
地
理
学
科
へ
提
出
し

た
卒
業
論
文
の
一
部
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
関
西
大
学
大
学
院
修
士
課
程
）
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